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始動！始動！

議会新体制議会新体制
12 月定例会で令和４年12 月５日から令和６年12 月４日までの議会

構成が決まりました。これから２年間、このメンバーで「市民の皆さ

んに開かれた議会」になるよう取り組んでいきます。

総
そうむぶんきょう

務文教常任委員会 民
みんせいさんけん

生産建常任委員会

予算決算常任委員会

広報広聴委員会

議会運営委員会

こどもの権利に関する理念

条例調査研究特別委員会

議長 副議長垣内　廣明 吉積　　毅

【 委  員  長 】小橋　昭彦
【 副委員長 】太田喜一郎
【 委　　員 】須原　弥生、大西ひろ美

　　　　　　谷水　雄一、西本　嘉宏
　　　　　　太田　一誠

本会議の運営、委員会条例・会議規則、
議会改革の推進などに関する事項

市の予算・決算に関する事項

【 委  員  長 】広田まゆみ
【 副委員長 】足立　嘉正
【 委　　員 】議長を除く全議員

議
ぎ

選
せん

監査委員 藤原　　悟

審議会等会 派 名 簿 （ 届 け 出 順 ）

公 明 党 須原　弥生　　藤原　　悟

日 本 共 産 党
議 員 団

西脇　秀隆　　西本　嘉宏

創 生 会
近藤　憲生　　大西ひろ美
山名　隆衛

新 風 ク ラ ブ
太田喜一郎　　太田　一誠
酒井　浩二　　足立　嘉正
垣内　廣明

丹 新 会
谷水　雄一　　広田まゆみ
吉積　　毅

こ ど も と
み ら い

前川　進介　　小橋　昭彦

無 会 派
小川　庄策　　渡辺　秀幸
奥村　正行

【 委  員  長 】谷水　雄一
【 副委員長 】酒井　浩二
【 委　　員 】奥村　正行、藤原　　悟

　　　　　　小橋　昭彦、山名　隆衛
　　　　　　近藤　憲生、広田まゆみ
　　　　　　西本　嘉宏、太田喜一郎

総務、行政改革、地域づくり、生涯学習、財政、
税、教育などに関する事項

【 委  員  長 】大西ひろ美
【 副委員長 】須原　弥生
【 委　　員 】小川　庄策、渡辺　秀幸

　　　　　　前川　進介、吉積　　毅
　　　　　　西脇　秀隆、太田　一誠
　　　　　　足立　嘉正

戸籍、防災、環境衛生、健康、福祉、国保、
介護保険、農業、商工業、観光、道路、河川、
都市計画、上下水道などに関する事項

【 委  員  長 】山名　隆衛
【 副委員長 】前川　進介
【 委　　員 】小川　庄策、須原　弥生

　　　　　　小橋　昭彦、酒井　浩二
　　　　　　足立　嘉正

議会広報紙の編集、市民との意見交換会の
企画立案のほか広報広聴に関する事項

【 委  員  長 】前川　進介
【 副委員長 】小橋　昭彦
【 委　　員 】小川　庄策、須原　弥生

　　　　　　大西ひろ美、山名　隆衛
　　　　　　広田まゆみ、西脇　秀隆
　　　　　　酒井　浩二、足立　嘉正

こどもの権利に関する理念条例に関する事項
（R4.6.27 設置）

小橋　昭彦、前川　進介、山名　隆衛
谷水　雄一、太田　一誠、足立　嘉正

氷上多可衛生事務組合議会議員

丹波市都市計画審議会委員

丹波篠山市清掃センター

環境保全委員会委員

垣内　廣明、吉積　　毅
谷水　雄一、大西ひろ美
※ 正副議長、総務文教・民生産建常任委員長

垣内　廣明、大西ひろ美、須原　弥生
※ 議長、民生産建常任正副委員長

市議会から１名、識見を有する者から１名の監査体制
市の行政監査に関する事項
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１
０
４
の
声
を
、

　

市
に
届
け
ま
し
た

意見交換会

すべてのご意見は
ホームページに掲載

学校統廃合については学級

規模だけではなく地域との

連携の視点も含めて検討

してほしい。子どもの頃の

地域での体験が将来「帰り

たい」という気持ちを生む。

　
11
月
７
日（
月
）か
ら
11
日(
金)

に
か
け
て
、
市
内
７
会
場
で
議
会
と

市
民
の
皆
様
と
の
意
見
交
換
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

　
会
場
で
い
た
だ
い
た
ご
意
見
は
、

延
べ
２
８
２
件
に
の
ぼ
り
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
ご
意
見
に
目
を
通
し
、

委
員
会
で
課
題
を
整
理
し
た
上
で
、

今
後
の
議
会
活
動
に
活
か
し
た
り
、

市
に
伝
え
た
り
し
ま
す
。

　
今
回
は
、
い
た
だ
い
た
多
く
の
ご

意
見
の
う
ち
１
０
４
件
を
議
長
か
ら

市
長
に
提
出
し
ま
し
た
。
そ
の
中
か

ら
い
く
つ
か
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

市
民
と
の

意
見
交
換
会

不法投棄が増えている。

条例を整備するなど、

罰則も視野に対応して

ほしい。

自治会も人口減少で

予算が苦しい。補助率が

今のままだと自己負担が

賄えず事業が行えない。

地元要望を上げても書面で

棄却されるだけ。現場を

確認したとのことだが、

現地確認の際に地元も立ち

合い、意見も聞いて判断して

ほしい。

デマンドタクシーの乗り継ぎ場所・時間をもっと円滑に・利便性を考えてほしい。

丹波市の全体を明確に

するためにも、本庁舎

の位置と機能は決めて、

周辺のインフラ整備を

計画するべきである。

将来に向けて庁舎基金は必要

である。市長が凍結と言われ

ても基金の積立は将来に負担

をかけないためにも必要で

あり、議論・研究はするべき

である。

庁舎議論を凍結して

いる理由を市長は

明らかにすべきだ。

自治会の組織率が落ちてきて

10 ～ 15％ほどが自治会に

入っていない現状。自治会を

前提としたサービスが成り

立たなくなるのではないか。

公道の整備が遅れるのは

技術職不足と聞く。職場

のローテーション優先

ではなくスペシャリスト

養成を心がけてほしい。

有機農業の推進について、国が

「みどりの食料システム戦略」

として取り組みはじめたが、

丹波市でも「有機農業」の方向

に舵を切ってほしい。

障がい者、高齢者等の避難をどうするかを自治会に丸投げ。
せめて自治会ごとに市側の担当者を決めるなどして市と相談できる体制がほしい。

今後においても学校の

統廃合は課題となる。

「こどもへの投資は

未来への投資」と捉え、

考えてほしい。

正副議長から市長・副市長へ
意見交換会での意見、要望等一覧を
提出しました（令和４年12月26日）

太陽光発電に関する

条例をしっかりと

整備してほしい。

太陽光などのクリーン

エネルギーの市としての

展望を示してほしい。

ごみ・環境

公共交通
学校

庁舎

農業 自治会

市のキエーロや

コンポストの購入

補助制度はずっと

続けてほしい。

各支所や公共施設にごみ

分別や資源化を促進する

ＰＲ看板や、回収ＢＯＸを

設置し、ごみの資源化に

努めればどうですか。

丹波医療センターを

市として守るための

公共交通を考えて

ほしい。

今とか令和９年とかでは
なく将来を見据えた丹波
市のごみの減量化、ごみ
処理施策をお願いしたい。
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これからの  意見交換会
　今回の市民の皆様との意見交換会で
も、多くの貴重なご意見を伺うことが
できました。一方で、会場によっては
参加者が少ないなど、今後の運営面で
は課題も浮かび上がってきました。

　来年度以降に向けて、より充実した
意見交換会とするにはどうしていくべ
きか、広報広聴委員会の山名隆衛委員
長と議会運営委員会の小橋昭彦委員長
が語り合いました。

新
し
い
手
法
を
模
索

子
育
て
世
帯
の
参

加
を
期
待
し
て
市

民
プ
ラ
ザ
で
午
前
中
に

開
催
す
る
な
ど
工
夫
も

し
た
け
れ
ど
、
思
っ
た

成
果
は
出
な
か
っ
た
で

す
ね
。

今
回
も
年
代
的

に
は
60
代
以
上
、

性
別
で
は
男
性
に
偏
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
市

民
の
方
か
ら
も
「
も
っ

と
人
を
集
め
る
努
力
を
」

と
ご
意
見
を
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

ご
意
見
に
は
「
来

て
く
れ
と
い
う
ス

タ
イ
ル
だ
け
で
は
な
く
、

地
域
の
寄
り
合
い
に
出

か
け
る
な
ど
の
方
法
も

考
え
ら
れ
な
い
か
」
と

い
う
の
も
あ
り
ま
す
。

そ
う
で
す
ね
、
た

と
え
ば
Ｐ
Ｔ
Ａ
や

消
防
団
な
ど
の
会
合
に

こ
ち
ら
か
ら
出
か
け
る

な
ど
、
新
し
い
手
法
を

考
え
な
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。

市
民
の
声
を
起
点
に

し
た
政
策
サ
イ
ク
ル
へ

他
の
議
会
で
は
、

何
人
か
集
ま
っ
て

く
れ
て
要
望
い
た
だ
け

れ
ば
出
か
け
ま
す
と
い

う
手
法
を
と
ら
れ
て
い

る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

そ
ん
な
工
夫
も
含

め
、
い
か
に
若
い

層
、
女
性
な
ど
こ
れ
ま

で
参
加
が
少
な
か
っ
た

方
々
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す

る
か
で
す
ね
。

同
時
に
、
市
民
の

意
見
を
起
点
と
し

て
調
査
研
究
を
進
め
る

な
ど
、
議
会
と
し
て
の

政
策
サ
イ
ク
ル
を
回
し
、

市
民
の
声
が
議
会
に
反

映
さ
れ
て
い
る
と
実
感

い
た
だ
け
る
努
力
も
必

要
で
す
ね
。

来
年
度
、
年
２
回

の
う
ち
せ
め
て
１

回
は
新
し
い
形
で
で
き

れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

市
民
の
方
か
ら
の
ご
提

案
も
ぜ
ひ
お
寄
せ
い
た

だ
け
れ
ば
嬉
し
い
で
す
。

あなたからの改善案を

お聞かせください
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丹波青年会議所  （ＪＣ）   の
皆さんと意見交換しました

　丹波青年会議所 カイ

　　　 セツ
は、丹波市へ移

住された方がどのような問題を抱えて
おられるのかを、直接移住者から聞く
交流会を令和４年３月に開催されまし
た。そして、その内容をまとめられた「共
に歩むまちづくり提言書」をもとに、
意見交換をしました。

　丹波青年会議所は、丹波市への移住
者が年々増加している現状に着目され
ました。そこで丹波青年会議所地域開
発委員会のメンバーが中心となり、移
住者に寄り添い、共に考えることで丹
波市の課題を解決し、持続可能なまち
づくりにつなげられないかと問題提起
されました。

～ 移住者は何を求めているのか ～

１時間という短い時間の

意見交換会でしたが、移住者

が丹波市に求められている

ことをわかりやすく伝えて

いただきました。

丹波に住む若者の熱い

想いを受け取ることが

できた有意義な会と

なりました。

　そこで、移住者を「農業」「林業」「伝
統工芸」「子育て」「仕事（転勤等）」の
５つの移住目的別に分類され、各グルー
プの交流会での議論からそれぞれの課
題を抽出されました。

　例えば、伝統工芸をするために移住
された方から「丹波市（丹波布伝承）
の育成事業はあるが独立後の支援がな
い」という意見があったり、子育ての
ために移住された方からは「各学校が
どんな教育をしているのかという情報
が欲しいが、マッチングするにも情報
が少ない」という意見があったりして、
それぞれのグループでさまざまな課題
が浮かび上がってきたとのことでした。

　また、グループを問わず移住者が丹
波市にさらに求めていることは、「公共
交通機関の充実など、住みやすい住環
境」や「丹波市や地域からの情報発信」
などであることも提言されました。

丹波青年会議所からの提言
（地域開発委員会作成資料）

市民との意見交換会　参加者アンケート結果から（回答数：68 件）

市民の意見が市議会に
反映されていると思うか

Q 年代Q

どうする？

小
橋

山
名

小
橋

山
名

小
橋

小
橋

山
名

山
名

思う
　1.5％ まあそう思う

　20.6％

あまり思わない
　41.2％

思わない
　14.7％

無記入
　22.0％

60 歳代
　39.7％

70 歳代以上
　41.2％

50 歳代
　8.8％

40 歳代
　8.8％

10 歳代
　1.5％

丹波市議会事務局

Mail　gikai@city.tamba.lg.jp

FAX　0795-82-1523

丹波青年会議所：20 歳から 40 歳までの

　　　　　　　　青年経済人で構成される団体

カイ

　　　 セツ
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インボイス導入延長を

公務員の 65歳定年制
職員採用はどうなる？

　地方公務員法の改正により、令和５年度から地方公務員の定年年齢が段階的に

引き上げられることを受けて、関連条例の改正を行うことが提案されました。

定年引上げに伴い、中長期的視点に
立って、今後どういった基準によっ

て定員管理を行っていくのか。

現在、第４次定員適正化計画に基づ
き令和７年度に定員 630 人の目標

数値を達成すべく取り組んでいます。
　次期計画においても中長期的な見通し
を踏まえて適正に定員管理を行ってまい
ります。

答

問 新規採用職員の採用抑制にならない
か。

今回の段階的定年引上げに伴って
退職者が出ない年度があっても一

定の新規採用職員を継続的に確保し、年
齢構成や退職者数などの見通しを踏まえ、
中長期の視点から定員管理を行ってまい
ります。

答

問

10 月臨時会

論点！

ココがギロンの

　エネルギー・食料品等の価格高騰の影

響による子育て世帯の負担軽減を図る

ため、市内小学生（2,795 人）・中学生

（1,445 人）の学校給食費の免除が提案

されました。

（令和 4 年 12 月～令和 5 年 3 月まで

約 7,100 万円）

学校給食費の免除
こども園への支援は

市内認定こども園などへの給食費負
担の支援は考えられなかったのか。

就学前の認定こども園などへの給食
費支援も検討しましたが、ご家庭で

保育されている未就園の方などが相当数
あります。こども園などだけの限定的な
支援は不公平感がぬぐえないことから今
回は見送りました。

答

問

12 月定例会

論点！

ココがギロンの
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会
新
体
制

市
民
と
の

意
見
交
換
会

市
民
と
の

意
見
交
換
会

ギ
ロ
ン
の
論
点

ギ
ロ
ン
の
論
点

審
議
結
果

コ
コ
が
聞
き
た
い
！

一
般
質
問

コ
コ
が
聞
き
た
い
！

一
般
質
問

一
般
質
問

議
会
ワ
ー
ド

お
知
ら
せ

職員の定義

特別職の範囲拡大の影響は

　「公益通報者保護法」
カイ

　　　 セツ
の一部改正に伴い、「丹波市法令遵守の

推進等に関する条例」の改正が提案されました。あわせて、職員と

して定義する特別職
カイ

　　　 セツ の範囲を拡大することが提案されました。

過去には審査対象者が特別職に属
する職員であっても、法令遵守審

査会にかけられている。職員の定義を
見直す必要はないのではないか。

申し出があれば審査会で受付をし
て審査及び調査をしていただく原

則で対応しました。しかしながら、職
員としては非該当となる案件であり、審
査会から「不当要求行為などの客体は
市の職員全般とするのが合理的である。」
とのご意見を受け、改正するものです。

問

答

職員の定義が拡大すれば、市民に
お願いしている特別職にも現条例

の職員が守るべき倫理原則を課すこと
になる。かなりの負担にならないか。

公正な職務の遂行を確保するため
に、守っていただく基本的な事項

であると考え、負担を強いるようなも
のではないと考えます。

問

答

特別職：市が設置する委員会や審議会（都

市計画審議会や学校給食運営協議会など）

の委員や消防団員、投票立会人など。丹波

市には約 1,200 人。

カイ

　　　 セツ

公益通報者保護法：勤務先で知った不正行

為を通報した通報者を解雇などの不利益な

取り扱いから保護するための法律

カイ

　　　 セツ

不当要求：恐喝などを用いた要求や乱暴な

言動で他人に嫌悪の情を抱かせる行為など。

カイ

　　　 セツ

　特別職の委員などであっても、
公 益 通 報 時 の 不 利 益 や 不 当 要 求
カイ

　　　 セツ
から守るのは、市として当然

のことだ。

　この条例では職員の倫理原則も
規定しており、勤務時間外を含む
すべての時間を縛っている。例え
ば 消 防 団 へ の 協 力 を お 願 い し つ
つ、このような倫理規定を強いる
のは、疑問だ。
　法令遵守審査会の結論に不服が
あっても申し立てできる規定がな
い。こうした場合に市民を守れる
よう、見直した後の提案を望む。

賛成です 反対です

　令和５年 10 月から導入が予定されている消費税インボイス制度（適格請求書等保存方

式）
カイ

　　　 セツ
は農業者や中小零細事業者への深刻な影響が心配されることから、導入延期を政

府に求めました。

－ 国に意見書を提出 － インボイス制度（適格請求書等保存方式）：

消費税の仕入れ税額控除の適用を受けるに

は、帳簿や請求書等の保存が必要で、この

保存すべき請求書等が令和５年10月から

「適格請求書」、いわゆるインボイスに代わ

ることです。

カイ

　　　 セツ
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春日文化ホール ライフピアいちじま
大ホール

丹波市総合計画（第１次・第２次）

議
会
新
体
制

市
民
と
の

意
見
交
換
会

市
民
と
の

意
見
交
換
会

ギ
ロ
ン
の
論
点

ギ
ロ
ン
の
論
点

審
議
結
果

コ
コ
が
聞
き
た
い
！

一
般
質
問

コ
コ
が
聞
き
た
い
！

一
般
質
問

一
般
質
問

議
会
ワ
ー
ド

お
知
ら
せ

議
案
の
審
議
結
果

全員賛成で可決した議案

賛否が分かれた議案と審議結果

議　　　案
結　

果

賛　

成

反　

対

小
川
庄
策

奥
村
正
行

渡
辺
秀
幸

須
原
弥
生

藤
原　

悟

小
橋
昭
彦

前
川
進
介

大
西
ひ
ろ
美

山
名
隆
衛

近
藤
憲
生

谷
水
雄
一

広
田
ま
ゆ
み

吉
積　

毅

西
脇
秀
隆

西
本
嘉
宏

太
田
一
誠

太
田
喜
一
郎

酒
井
浩
二

足
立
嘉
正

垣
内
廣
明

令
和
４
年
度
補
正
予
算

一般会計（第６号）
原案
可決

18 1 ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長

国民健康保険特別会計事業
勘定（第３号）

原案
可決

18 1 ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長

国民健康保険特別会計直診
勘定（第４号）

原案
可決

18 1 ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長

介護保険特別会計保険事業
勘定（第４号）

原案
可決

18 1 ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長

訪問看護ステーション特別
会計（第３号）

原案
可決

18 1 ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長

看護専門学校特別会計
（第３号）

原案
可決

18 1 ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長

水道事業会計（第４号）
原案
可決

18 1 ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長

下水道事業会計（第２号）
原案
可決

18 1 ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長

条
例

制
定

個人情報の保護に関する
法律施行条例

原案
可決

17 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ 議
長

条
例
改
正

法令遵守の推進等に関する
条例

原案
可決

13 6 ○ ○ ○ ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● 議
長

市職員の給与に関する条例
等

原案
可決

18 1 ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長

市立スポーツ施設条例
原案
可決

15 4 ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ 議
長

発
議

市議会議員定数条例の一部
を改正する条例の制定

原案
可決

11 5 ○ ○ ● 欠
席 ○ ○ ● ● 欠

席 ○ ○ 欠
席 ○ ● ● ○ ○ ○ ○ 議

長

市議会委員会条例の一部を
改正する条例の制定

原案
可決

12 4 ○ ○ ● 欠
席 ○ ○ ○ ● 欠

席 ○ ○ 欠
席 ○ ● ● ○ ○ ○ ○ 議

長

消 費 税 イ ン ボ イ ス 制 度
（適格請求書等保存方式）
の実施延期を求める意見書

原案
可決

16 3 ● ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長

　※ ○は賛成、●は反対、退は退席、 は賛成・反対討論を行った議員。

　※ 議長は議事進行を行うため、特別多数議決を除き原則として採決には加わりません。

　　 賛否同数の場合のみ議長は裁決を行います。

　※ 特別多数議決 特  ：重要な公の施設の廃止など、特に重要な議案については

　　　　　　　　　　  ３分の２以上の賛成を必要とし、議長も採決に加わります。 審議結果

議　　　案

人
事
案
件

〇 丹波市・一部事務組合公平委員会委員の
　 選任　　足立　巧 氏

〇 丹波市教育委員会委員の任命
　 安賀　卯衣 氏

〇 丹波市監査委員の選任
　 藤原　悟 氏

条
例

制
定

〇 職員の定年引上げ等に伴う関係条例の
　 整備に関する条例

〇 市職員の高齢者部分休業に関する条例

10 月臨時会
議　　　案

契
約
締
結

〇 柏原・氷上学校給食センター第３期厨房
　 機器購入

〇 春日学校給食センター第１期厨房機器
　 購入

そ
の
他

〇 丹波少年自然の家事務組合規約の変更に
　 係る協議

〇 市立交流施設条例の廃止

〇 市道路線の認定（南 246 号線）

〇 字の区域の変更

発
議

〇 市議会政務活動費の交付に関する条例の
　 一部を改正する条例の制定

〇 市議会議員の議員報酬、費用弁償等に
　 関する条例の一部を改正する条例の制定

〇 市議会議員の議員報酬等の特例に関する
　 条例の制定

〇 広報広聴委員会の設置

特

■議案の審議結果

議　　　案
補
正

予
算 〇 令和４年度一般会計（第５号）

12 月定例会

第３次丹波市総合計画の策定始まる

市民の声はどれだけ反映されるのか？

　丹波市の市政運営の最上位の計画となる「第３次総合計画」の策定作業が始まりました。

令和６年９月の議会での提案を目指すとのことで、総務文教常任委員会で取組状況の報告

がありました。基本的視点のひとつに「市民とともにつくりあげる計画」とあり、その実

効性について質疑しました。

総合計画審議会の公募委員が２名と
いうのは少ないのではないか。

審議会の場でしっかり意見を聞く
ため、15 名と絞った人数にした中

での２名となりました。公募委員以外で
も、すでに実施したアンケートや市民と
のワークショップなど、多様な場で市民
の方の意見を伺っていく予定です。

答

問

市民とのワークショップ実施が令和
５年２月～３月に複数回予定されて

いる。内容については決まっているのか。

アンケートで伺った市民意見も踏ま
え、これから具体的テーマを決定し

ていきます。若手職員も入り、市民の方
40 名くらいの規模で予定しています。

答

問

ワークショップと同時期に基本理念
及び将来都市像の決定が予定されて

いる。また、その後計画がより進んだ段
階でのワークショップは予定されていな
い。これで市民の意見が反映されるか。

広く市民意見を伺うため、計画の進
捗に合わせ、さまざまな場面で、例

えばインターネットを利用した意見聴取
など、工夫していきます。

答

問

丹波市文化ホール 「求められる専門性」
協働と参画による新たな一歩を願う

　専門性を持った市職員の異動を契機に質の高い運営ができなく

なっていた文化ホールですが、専門性・柔軟性が高い事業者への委託

により、市民ニーズに合った運営にしていく方向性が示されました。

存亡の危機的な運営状況でありなが
ら令和６年４月まで運営委託が開始

できない。計画の遅れの原因はなにか。

事務方の進め方に責任があったと認
識しています。専門職員の募集をし

て対応を試みましたが、確保できません
でした。運営委託開始をできるかぎり前
倒しできるよう努力してまいります。

答

問 専門性の高い民間団体とはどのよう
なものか。

市民が主体となったオペレータース
タッフとともに、市民参画型のホー

ル運営を行っていただく団体であり、体
制はＮＰＯ法人などの責任ある民間団体
の設立を考えています。

問

答
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コ
コ
が
聞
き
た
い
！
一
般
質
問

酒
井
浩
二

近
藤
憲
生

太
田
一
誠

広
田
ま
ゆ
み

山
名
隆
衛

西
脇
秀
隆

奥
村
正
行

太
田
喜
一
郎

前
川
進
介

吉
積 

毅

小
橋
昭
彦

小
川
庄
策

大
西
ひ
ろ
美

須
原
弥
生

西
本
嘉
宏

＊一般質問の原稿は、質問した議員が各自作成しています。

太
お お た

田　一
いっせい

誠  議員

 

事
業
者
が
路
線
バ
ス

運
行
許
可
を
受
け
る

こ
と
は
可
能
と
考
え
ま

す
。
府
県
を
ま
た
い
で
の

路
線
復
活
は
ト
ン
ネ
ル
開

通
後
の
状
況
を
見
な
が
ら

慎
重
に
研
究
し
ま
す
。

医
療
福
祉
の
公
平
性

に
つ
い
て
、
和
田
地

域
の
無
医
地
区
対
策
を
市

は
ど
の
よ
う
に
お
考
え

か
。

無
医
地
区
の
課
題
に

つ
い
て
市
が
単
独
で

特
定
の
地
域
に
開
業
医
を

招
聘へ
い
す
る
こ
と
は
難
し
い

で
す
。
医
師
確
保
は
各
関

係
機
関
と
連
携
を
図
り
、

進
め
る
課
題
と
考
え
ま
す
。

地
域
の
中
で
も
医
師
招
聘へ
い

に
向
け
た
取
組
を
進
め
て

い
た
だ
き
た
い
で
す
。

市
島
地
域
の
社
会
実

験
に
よ
る
公
共
路
線

バ
ス
と
美
和
や
鴨
庄
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
つ
な

ぎ
の
利
活
用
は
。

今
回
は
竹
田
・
前
山

地
区
か
ら
丹
波
医
療

セ
ン
タ
ー
ま
で
の
直
行
便

と
JR
各
駅
の
乗
り
継
ぎ
も

考
え
た
社
会
実
験
の
結
果

を
評
価
し
よ
う
と
す
る
も

の
で
す
。

榎
峠
バ
イ
パ
ス
化
に

伴
う
、
遠
阪
佐
治
経

由
福
知
山
路
線
バ
ス
は
考

え
ら
れ
な
い
か
。

答 問

過
疎
対
策
の
予
算
計
画
や

政
策
の
優
先
順
位
は

答

予
算
執
行
計
画
に
定
め
は

な
く
予
算
編
成
や
査
定
の

中
で
決
定
し
ま
す
。

広
ひ ろ た

田まゆみ  議員

　
ま
た
、
創
生
総
合
戦
略

の
も
う
一
つ
の
基
本
的
視

点
と
し
て
「
活
躍
市
民
の

増
加
」
を
掲
げ
て
お
り
、

活
躍
シ
ニ
ア
世
代
の
獲
得

に
も
通
じ
る
も
の
と
考
え

ま
す
。農

業
移
住
を
希
望
す

る
人
の
目
的
に
合
っ

た
情
報
を

新
規
就
農
希
望
者
の

丹
波
市
農
業
へ
の
入

り
口
と
し
て
、
ポ
ー
タ
ル

サ
イ
ト
を
創
設
し
ま
す
。

こ
ど
も
園
留
学
、
学

校
留
学
の
実
施
を

す
で
に
１
園
が
実
施

さ
れ
て
い
ま
す
。
体

験
を
通
じ
て
、
都
市
部

の
子
育
て
家
庭
と
過
疎
地

域
を
結
び
つ
け
、
交
流
人

口
を
創
出
す
る
こ
と
に
よ

り
、
子
育
て
世
代
の
移
住

や
人
口
増
に
も
繋
が
る
取

組
と
し
て
期
待
で
き
る
も

の
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

関
係
人
口
の
増
加
を

年
齢
不
問
の
移
住
政

策
で
関
係
人
口
を
増

や
そ
う
。

丹
波
市
の
２
０
６
０

年
の
将
来
像
と
し
て

「
持
続
的
に
発
展
す
る
ま

ち
」
を
目
指
し
て
お
り
、

政
策
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
「
10

代
か
ら
30
代
」「
阪
神
圏
」

「
女
性
」
と
し
て
い
ま
す
。

答 問

山
や ま な

名　隆
たかえい

衛  議員

格
や
出
荷
品
目
等
の
条
件

が
合
え
ば
給
食
に
つ
い
て

も
出
荷
先
の
候
補
と
な
る

可
能
性
も
あ
る
と
考
え
ま

す
。
そ
の
た
め
に
は
、
こ

ど
も
園
に
お
け
る
受
入
れ

体
制
や
生
産
者
の
供
給
体

制
の
構
築
が
重
要
で
す
。

農
産
物
が
そ
ろ
わ
な
い
と

進
ま
な
い
と
考
え
る

給
食
を
進
め
る
た
め

の
体
制
作
り
に
具
体

的
な
数
値
計
画
を
描
く
べ

き
だ
。オ

ー
ガ
ニ
ッ
ク
野
菜

が
丹
波
市
で
そ
ろ
わ

な
い
の
が
一
番
の
ネ
ッ
ク

で
す
。
私
ら
が
そ
ろ
え
ま

す
と
い
う
話
が
あ
り
、
園

の
理
解
を
得
て
で
き
ま
す

と
な
ら
な
い
と
な
か
な
か

進
み
ま
せ
ん
。

モ
デ
ル
地
域
（
市
島

地
域
）
の
２
園
に
対

し
て
「
農み

の
りの
学
校
」
と
連

携
体
制
で
ス
タ
ー
ト
さ

せ
、
地
域
を
巻
き
込
み
な

が
ら
有
機
農
産
物
を
増
や

し
て
い
き
、
地
域
で
支
え

る
給
食
支
援
体
制
が
作
れ

な
い
か
。

農み
の
りの
学
校
は
地
域
の

担
い
手
育
成
を
目
的

に
生
産
か
ら
販
路
開
拓
と

い
っ
た
体
系
的
な
農
業
経

営
を
実
践
し
、
学
ぶ
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
と
し
て
お
り
ま

す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
安

定
的
な
供
給
を
求
め
ら
れ

る
給
食
に
特
化
し
た
栽
培

は
難
し
い
状
況
に
あ
り
ま

す
。
な
お
、
卒
業
生
に
つ

い
て
は
、
希
望
す
る
地
域

で
そ
れ
ぞ
れ
が
目
指
す
形

で
営
農
し
て
い
る
中
、
価

答 問

問

問

 

移
住
定
住
を
促
進
す
る
た

め
に

答

移
住
者
が
欲
し
い
情
報
は

相
談
窓
口
・
Ｈ
Ｐ
等
で
提

供
し
て
い
き
ま
す
。

 
認
定
こ
ど
も
園
へ
の
オ
ー

ガ
ニ
ッ
ク
給
食
化
は

答

園
の
特
色
あ
る
取
組
と
し

て
進
め
て
い
た
だ
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

答

答

問答

こども園

ココココが聞きたい！一般質問

テーマは自由

質問する内容は、議案

とは関係なく議員が自

由に決め、「通告書」に

書いて締切日までに提

出します。

制限時間は 60 分

一人あたりの制限時間

は、市からの答弁も含

め 60 分です。

ホームページに
質問項目を掲載

質問項目は、事前にホー

ムページに掲載。また、

傍聴者には、質問要旨

をお渡ししています。

一般質問の様子（ライブ中継・録画映像）は市議会ホームページからみることができます。

［検索ワード］丹波市議会インターネット中継

一般質問は、議員が自分なりの問題意識を市政に投げかけ、市の見解を直接求めるこ

とができる唯一の機会です。私たちの生活にかかわることについて質問や提言を行い

ました。

酒
さ か い

井　浩
こ う じ

二  議員

今回は

15 人の一般質問が

行われました！

 

を
図
り
専
門
職
の
確
保
に

努
め
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
市
は
在
宅
を
基
本
と

し
て
い
る
の
で
施
設
へ
の

補
助
金
は
考
え
て
い
ま
せ

ん
。

高
齢
者
の
地
域
支
え
あ
い

推
進
事
業
の
進
捗
は

「
地
域
生
活
支
援
」

の
互
助
の
取
組
に
つ

い
て
、
市
域
協
議
体
及
び

地
域
協
議
体
の
課
題
解
決

の
進
捗
、
社
会
福
祉
協
議

会
へ
の
事
業
委
託
の
評
価

は
。

市
、
地
域
支
え
あ
い

推
進
員
、
社
会
福
祉

協
議
会
等
が
一
体
と
な
り

地
域
の
状
況
や
特
色
を
活

か
し
た
持
続
可
能
な
支
え

あ
い
の
あ
る
地
域
づ
く
り

を
進
め
て
い
ま
す
。

高
齢
化
率
が
35
％
の

超
高
齢
化
社
会
に
あ

る
丹
波
市
に
お
い
て
、
福

祉
施
設
入
所
の
需
要
予
測

状
況
や
入
所
待
機
人
数
及

び
待
機
日
数
を
市
は
ど
の

よ
う
に
認
識
し
て
い
る
の

か
。
ま
た
、
福
祉
施
設
の

整
備
支
援
策
と
し
て
市
が

単
独
補
助
金
等
を
考
え
る

べ
き
で
な
い
か
。

待
機
人
数
は
令
和
３

年
度
32
人
で
、
待
機

日
数
は
長
い
方
で
１
年
の

状
況
で
す
。
ま
た
、
介
護

事
業
所
の
５
３
．４
％
が

介
護
人
材
不
足
の
状
況

で
、
ヘ
ル
パ
ー
等
の
専
門

職
が
重
度
の
要
介
護
の
方

の
支
援
が
で
き
難
く
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。
そ
の
為

に
は
軽
度
の
方
の
健
康
寿

命
の
延
伸
や
重
度
化
防
止

（
い
き
い
き
百
歳
体
操
等
）

答 問

後
期
高
齢
者
の
増
加
に
伴

う
今
後
の
取
組
は

答

地
域
で
介
護
な
ど
高
齢
者

を
支
え
る
仕
組
み
づ
く
り

に
取
り
組
み
ま
す
。

＊一般質問の原稿は、質問した議員が各自作成しています。

な
ど
の
タ
イ
ミ
ン
グ
が
考

え
ら
れ
ま
す
が
、
現
時
点

で
は
ど
ち
ら
も
宣
言
す
る

タ
イ
ミ
ン
グ
で
な
い
と
判

断
し
ま
し
た
。

時
期
と
し
て
、
そ
の

よ
う
な
状
況
に
な
る

の
を
待
つ
の
で
は
な
く
、

発
生
状
況
が
悪
く
な
ら
な

い
よ
う
に
、
ま
た
良
く
な

る
よ
う
に
宣
言
す
べ
き
だ

と
思
う
が
。

緊
急
事
態
と
な
れ
ば

当
然
な
が
ら
市
民
の

命
を
守
り
た
い
と
い
う
思

い
で
良
い
タ
イ
ミ
ン
グ
と

考
え
ま
す
。

　
ま
た
昨
年
、
第
四
次
交

通
安
全
計
画
を
立
て
ま
し

た
が
、
そ
の
よ
う
な
時
期

に
行
う
の
も
有
効
か
と
考

え
ま
す
。

交
通
安
全
都
市
宣
言

制
定
に
向
け
、
ど
の

よ
う
に
研
究
・
検
討
を
さ

れ
た
の
か
。

財
源
・
効
果
・
時
期

の
３
つ
の
観
点
か
ら

検
討
し
ま
し
た
。

　
財
源
で
は
宣
言
を
す
る

こ
と
に
よ
り
、
特
別
な
財

政
措
置
は
ご
ざ
い
ま
せ

ん
。

　
効
果
で
は
、
市
民
の
理

解
と
協
力
の
も
と
、
交
通

安
全
意
識
の
高
揚
に
向
け

た
取
組
の
推
進
に
効
果
的

で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　
時
期
で
は
、
市
内
の
交

通
事
故
の
発
生
状
況
が
、

県
が
発
令
す
る
交
通
死
亡

事
故
多
発
警
戒
レ
ベ
ル
と

な
っ
た
時
期
あ
る
い
は
、

複
数
年
連
続
し
て
死
亡
事

故
が
ゼ
ロ
に
な
っ
た
時
期

問答

問答

近
こんどう

藤　憲
の り お

生  議員

 

交
通
安
全
都
市
宣
言
制
定

に
向
け
た
検
討
結
果
は

答

財
源
・
効
果
・
時
期
の
３

つ
の
観
点
か
ら
検
討
を
い

た
し
ま
し
た
。

問答

■一般質問

社会実験を行うバス路線

問

答

答 問
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コ
コ
が
聞
き
た
い
！
一
般
質
問

酒
井
浩
二

近
藤
憲
生

太
田
一
誠

広
田
ま
ゆ
み

山
名
隆
衛

西
脇
秀
隆

奥
村
正
行

太
田
喜
一
郎

前
川
進
介

吉
積 

毅

小
橋
昭
彦

小
川
庄
策

大
西
ひ
ろ
美

須
原
弥
生

西
本
嘉
宏

■一般質問

障
が
い
福
祉
課
の
あ

る
本
庁
舎
第
二
庁
舎

に
隣
接
し
て
い
る
中
央
図

書
館
に
、
教
育
委
員
会
と

子
育
て
支
援
課
を
入
れ
、

教
育
委
員
会
、
障
が
い
福

祉
課
、
子
育
て
支
援
課
の

職
員
同
士
が
緊
密
な
連
携

を
取
れ
る
よ
う
な
体
制
を

作
っ
て
は
ど
う
か
。
中
央

図
書
館
の
機
能
は
ゆ
め
タ

ウ
ン
２
階
に
移
し
、
市
民

の
利
便
性
を
向
上
さ
せ

る
。

図
書
館
の
移
転
な
ど

整
理
す
べ
き
大
き
な

課
題
が
あ
り
、
す
ぐ
に
実

現
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ

る
と
考
え
ま
す
。
し
か
し

な
が
ら
、
福
祉
部
門
と
教

育
部
門
の
連
携
は
大
変
重

要
な
こ
と
で
あ
り
ま
す
の

で
、
実
現
可
能
な
と
こ
ろ

か
ら
連
携
強
化
の
取
組
を

実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

通
級
利
用
者
と
特
別

支
援
学
級
に
在
籍
し

て
い
る
児
童
・
生
徒
の
合

計
は
３
１
４
人
で
、
療
育

を
受
け
て
い
る
受
給
者
証

発
行
者
は
１
０
１
人
。
療

育
を
受
け
て
い
な
い
当
事

者
の
多
く
は
療
育
と
い
う

サ
ー
ビ
ス
の
存
在
す
ら
知

ら
さ
れ
て
い
な
い
。

児
童
生
徒
が
そ
の

ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
療

育
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
は

重
要
な
こ
と
で
す
。
改
め

て
教
職
員
の
研
修
な
ど
に

お
い
て
福
祉
制
度
を
説
明

す
る
機
会
を
確
保
し
、
障

が
い
の
あ
る
子
ど
も
に
係

る
福
祉
制
度
の
適
切
な
活

用
に
つ
い
て
の
周
知
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

答 問

問

吉
よしづみ

積　毅
つよし

  議員

 

一
体
的
な
取
組
を

紙
製
容
器
梱
包
の
処

理
方
法
の
仕
組
み
を

伝
え
、
分
別
方
法
を
早
い

タ
イ
ミ
ン
グ
で
周
知
す
る

必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
。
ま
た
資
源
ご
み
の
名

称
変
更
や
回
収
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
の
設
置
が
出
来
な

い
か
。収

集
後
の
分
別
作
業

の
軽
減
に
も
つ
な
が

り
ま
す
の
で
啓
発
を
進

め
、
ご
理
解
ご
協
力
を
お

願
い
し
て
ま
い
り
ま
す
。

「
ご
み
で
は
な
い
」
意
識

を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
に

も
資
源
化
施
策
に
馴
染
む

呼
称
は
常
に
検
討
を
し
て

ま
い
り
ま
す
。
拠
点
は
象

徴
的
な
取
組
に
な
る
た
め

引
き
続
き
研
究
し
て
ま
い

り
ま
す
。

男
性
の
育
児
協
力
は

少
子
化
対
策
に
な
り

う
る
の
で
は
な
い
か
。
働

き
方
改
革
を
進
め
る
た
め

に
も
、
管
理
職
の
男
性
育

児
休
業
推
進
や
産
後
う
つ

な
ど
の
研
修
に
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
は
ど
う
か
。

男
性
の
家
庭
生
活
へ

の
参
画
促
進
は
重
要

と
理
解
し
て
お
り
ま
す
。

本
日
い
た
だ
い
た
提
案
に

つ
き
ま
し
て
は
今
後
の
検

討
課
題
と
し
て
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

答 問

少
子
化
対
策
の
た
め
男
性

育
休
１
０
０
％
宣
言
を
！

答

男
性
職
員
が
安
心
し
て
育

児
休
業
を
取
得
で
き
る
職

場
環
境
を
進
め
ま
す
。

小
こ ば し

橋　昭
あきひこ

彦  議員

 

審
議
会
で
の
根
拠
資
料
は

廃
棄
物
減
量
等
推

進
審
議
会
の
議
論
で

は
、
ご
み
減
量
と
手
数
料

を
切
り
離
さ
ず
、
料
金
の

減
額
が
ご
み
減
量
に
影
響

す
る
か
等
の
観
点
で
一
体

的
に
審
議
い
た
だ
く
べ
き

だ
っ
た
の
で
は
。

廃
棄
物
処
理
と
い
う

大
き
な
観
点
の
も
と

で
ご
み
減
量
施
策
と
切
り

離
し
た
だ
け
で
、
そ
の
こ

と
自
体
が
法
的
に
問
題
と

な
る
こ
と
は
無
い
と
考
え

ま
す
。減

額
し
て
も
ご
み
量

に
影
響
は
な
い
と
す

る
根
拠
資
料
は
あ
る
か
。

以
前
減
額
し
た
と
き

に
ご
み
が
増
え
た
と

い
う
デ
ー
タ
の
他
に
は
根

拠
資
料
は
あ
り
ま
せ
ん
。

市
長
が
立
会
人
と

な
っ
た
合
意
文
書
に

参
加
し
た
当
事
者
の
う
ち

一
名
の
地
位
が
無
効
で
あ

る
主
旨
の
仮
処
分
が
裁
判

所
か
ら
出
さ
れ
た
。
市
長

印
を
捺お

す
に
あ
た
っ
て
の

確
認
不
足
で
は
な
い
か
。

当
事
者
の
言
葉
を
信

じ
て
捺
印
し
た
も
の

で
、
問
題
あ
り
ま
せ
ん
。

仮
に
同
じ
状
況
が
あ
っ
た

と
し
て
も
同
様
の
対
応
を

す
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

補
助
金
等
の
申
請
で

あ
れ
ば
謄
本
の
添
付

な
ど
代
表
者
確
認
を
行
う

も
の
で
は
な
い
か
。

あ
く
ま
で
も
今
回
の

ケ
ー
ス
に
つ
い
て
、

代
表
者
確
認
ま
で
お
願
い

す
る
状
況
に
無
か
っ
た
と

い
う
こ
と
で
す
。

答

問

意
思
決
定
過
程
の
根
拠
資

料
を
明
示
す
べ
き
で
は

答

庁
内
協
議
を
経
て
決
裁
し

て
お
り
内
部
統
制
は
効
い

て
い
ま
す
。

答

＊一般質問の原稿は、質問した議員が各自作成しています。

前
まえがわ

川　進
しんすけ

介  議員

 

障
が
い
児
が
療
育
を
受
け

ら
れ
る
環
境
の
整
備
を

答

■一般質問

＊一般質問の原稿は、質問した議員が各自作成しています。

西
にしわき

脇　秀
ひでたか

隆  議員

 

　
無
償
化
を
継
続
し
て
続

け
る
に
は
年
２
億
６
千
万

円
が
必
要
と
な
り
ま
す
の

で
困
難
で
す
。

２
０
２
４
年
介
護
保
険
大

改
正

介
護
保
険
利
用
者
負

担
２
割
の
拡
大
な
ど

２
０
２
４
年
介
護
保
険
大

改
正
（
改
悪
）
が
議
論
に

な
っ
て
い
る
。
丹
波
市
で

は
第
９
期
に
向
け
て
ど
ん

な
議
論
を
し
て
い
る
か
。

来
年
３
月
に
開
催
予

定
の
介
護
保
険
事
業

運
営
協
議
会
に
お
い
て
、

市
の
調
査
結
果
の
公
表
と

第
９
期
計
画
策
定
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
提
示
い
た
し

ま
す
。

全
国
の
自
治
体
の

15
％
が
無
償
化
を
実

施
し
て
い
る
。
丹
波
市
の

学
校
給
食
は
小
学
校
で
１

食
あ
た
り
２
４
５
円
、
中

学
校
で
２
７
５
円
と
な
っ

て
い
る
。
丹
波
市
で
も
保

護
者
負
担
の
軽
減
を
考
え

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

丹
波
市
で
は
、
物
価

高
騰
の
交
付
金
を
活

用
し
、
今
年
12
月
か
ら
来

年
３
月
ま
で
す
べ
て
の
児

童
生
徒
の
学
校
給
食
費
の

無
償
化
を
実
施
し
て
い
ま

す
。 答 問

学
校
給
食
費
の
保
護
者
負

担
の
軽
減
を

答

学
校
給
食
費
の
無
償
化
は

財
政
面
か
ら
実
施
は
困
難

で
す
。

奥
おくむら

村　正
まさゆき

行  議員

 

森
林
環
境
譲
与
税
の
活
用

通
学
路
や
道
路
沿
い

の
支
障
木
等
の
伐
採

を
他
市
で
は
譲
与
税
を
活

用
し
行
っ
て
い
る
。
農
林

振
興
課
単
独
で
な
く
道
路

整
備
課
と
対
応
す
べ
き
だ
。

地
域
課
題
や
ニ
ー
ズ

の
把
握
に
努
め
、
部

局
の
隔
て
な
く
幅
広
い
視

点
で
活
用
を
検
討
し
ま
す
。

通
学
路
の
安
全
対
策

通
学
路
で
自
治
会
境

な
ど
防
犯
灯
設
置
が

必
要
な
所
が
あ
る
。
市
が

設
置
、
維
持
管
理
し
安
全

対
策
す
べ
き
だ
。

学
校
、教
育
委
員
会
、

自
治
会
、
自
治
協
議

会
と
協
議
し
市
の
設
置
管

理
も
含
め
検
討
し
ま
す
。

旧
町
か
ら
引
き
継
い

だ
施
設
等
が
一
斉
に

更
新
時
期
を
迎
え
る
。
公

共
施
設
等
総
合
管
理
計
画

に
は
34
％
の
削
減
、
公
共

施
設
個
別
計
画
に
は
譲

渡
・
除
却
等
を
す
れ
ば
効

果
額
が
２
３
９
億
円
と
あ

る
。
ま
た
、
普
通
財
産
の

売
却
は
成
立
が
少
な
く
価

格
の
減
額
な
ど
見
直
し
を

検
討
す
べ
き
で
な
い
か
。

各
施
設
の
位
置
づ
け

を
考
慮
し
た
上
で
、

使
い
続
け
る
施
設
、
集
約

化
、
複
合
化
、
除
却
す
る

施
設
に
分
類
し
、
不
要
な

資
産
で
売
却
手
続
き
を
進

め
て
も
売
却
に
至
ら
な

か
っ
た
物
件
は
価
格
の
減

額
も
検
討
し
早
期
に
処
分

を
進
め
ま
す
。

答 問

公
有
財
産
縮
減
に
思
い

切
っ
た
対
策
が
必
要
だ

答

太
お お た

田喜
き い ち ろ う

一郎  議員

 

令
和
７
年
に
は
関
西

万
博
が
開
催
さ
れ
る

が
丹
波
市
の
動
き
は
ど
う

か
。

担
当
部
で
検
討
中
で

す
。

丹
波
３
宝
（
小
豆
、

黒
豆
、
栗
）
等
で
市

と
JA
の
関
わ
り
は
大
き
い

が
市
長
就
任
以
来
、
組
合

長
と
面
談
さ
れ
て
い
な
い

と
聞
く
が
ど
う
か
。

是
非
や
っ
て
い
き
た

い
で
す
。

市
民
か
ら
市
長
が
目

指
し
て
い
る
こ
と
が

見
え
に
く
い
と
の
声
が
あ

る
が
ど
う
か
。

帰
っ
て
来
い
よ
と
言

え
る
ま
ち
づ
く
り
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

平
成
29
年
か
ら
３
年

間
、
様
々
な
シ
テ
ィ

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
を

展
開
し
成
果
と
課
題
も
ま

と
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ

を
活
か
し
て
は
ど
う
か
。

良
い
も
の
は
さ
ら
に

磨
き
を
か
け
て
や
っ

て
い
き
ま
す
。

宿
泊
施
設
が
少
な
い

な
ど
の
課
題
が
挙
げ

ら
れ
て
い
る
が
ど
う
か
。

大
人
数
の
宿
泊
施
設

は
な
い
が
、古
民
家・

農
家
な
ど
地
域
で
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
改
修
費
用

も
補
助
し
て
い
ま
す
。

集
中
し
て
や
っ
て
い

く
部
局
が
必
要
と
思

う
が
ど
う
か
。

持
続
可
能
な
ま
ち
づ

く
り
や
地
方
創
生
の

観
点
か
ら
、
ふ
る
さ
と
創

造
部
で
ま
と
め
て
い
き
ま

す
。 答 問

市
の
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
は
ど
う
す
る
の
か

答

特
定
部
局
で
推
進
す
る
も

の
で
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の

部
局
で
展
開
し
ま
す
。

答

答

問

問答

問問答

問

問

答 答

安全でおいしい給食

情
報
提
供
な
ど
、
実
現
可

能
な
と
こ
ろ
か
ら
取
組
を

実
施
し
て
い
き
ま
す
。

使
い
続
け
る
施
設
以
外
の

不
要
な
資
産
は
早
期
に
処

分
を
進
め
ま
す
。

問答

答

答

問

問問答問答

男性の育児協力で第２子以降に変化が

出典：小室淑恵 著「働き方改革」より

問答
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条例・規則を掲載

している「例規集」

コ
コ
が
聞
き
た
い
！
一
般
質
問

酒
井
浩
二

近
藤
憲
生

太
田
一
誠

広
田
ま
ゆ
み

山
名
隆
衛

西
脇
秀
隆

奥
村
正
行

太
田
喜
一
郎

前
川
進
介

吉
積 

毅

小
橋
昭
彦

小
川
庄
策

大
西
ひ
ろ
美

須
原
弥
生

西
本
嘉
宏

今
、
大
学
生
・
短
大

生
・
専
門
学
生
に
も

給
付
型
奨
学
金
が
必
要
で

は
な
い
か
。

高
校
生
・
高
等
専
門

学
生
に
は
、
給
付
型

奨
学
金
を
実
施
し
て
お
り

ま
す
が
、
大
学
生
等
は
対

象
と
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
文
科
省
で
は
令

和
２
年
４
月
か
ら
高
等
教

育
の
就
学
支
援
新
制
度
を

実
施
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
こ
の
制
度
を
有
効
に

ご
活
用
い
た
だ
け
れ
ば
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

今
、
ま
さ
に
社
会
状

況
も
厳
し
く
な
っ
て

お
り
、
拡
充
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

ニ
ュ
ー
ス
等
を
み
て

お
り
ま
す
と
、「
非

常
に
格
差
が
出
て
き
て
い

■一般質問

＊一般質問の原稿は、質問した議員が各自作成しています。

小
お が わ

川　庄
しょうさく

策  議員

 

Ｎ
Ｅ
Ｔ
１
１
９
の
活
用

希
望
者
登
録
を

「
Ｎ
Ｅ
Ｔ
１
１
９
緊
急

通
信
シ
ス
テ
ム
」
は

聴
覚
・
言
語
機
能
障
が
い

者
を
基
本
対
象
と
し
て
お

り
、
一
般
希
望
者
へ
の
登

録
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

市
道
や
幹
線
道
路
の
植
栽

植
栽
が
大
き
く
死
角

が
生
じ
る
危
険
な
所

や
除
草
が
困
難
な
所
は
規

模
縮
小
し
た
安
全
な
管
理

が
必
要
で
は
な
い
か
。

剪
定
や
除
草
作
業
は

直
営
作
業
や
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
等
で

行
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後

も
視
覚
を
妨
げ
る
植
栽
に

よ
る
事
故
が
発
生
し
な
い

よ
う
に
適
切
な
維
持
管
理

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

市
施
設
や
民
間
の
空

き
家
活
用
の
現
状
は

市
の
保
有
施
設
に
該

当
は
無
い
で
す
が
、

古
民
家
を
改
修
し
た
「
佐

治
暮
ら
し
体
験
住
宅
・
竹

岡
邸
」
が
令
和
３
年
５
月

オ
ー
プ
ン
し
て
い
ま
す
。

子
育
て
世
代
の
お
試
し
移

住
体
験
で
の
心
配
事
は

こ
ど
も
園
や
小
中
学

校
の
受
入
れ
体
制
は

こ
ど
も
園
の
一
時
預

か
り
事
業
に
人
員
的

な
余
裕
が
あ
れ
ば
、
受
け

入
れ
は
可
能
と
考
え
ま

す
。
小
中
学
校
は
、
文
部

科
学
省
の
通
達
に
よ
り
、

一
時
的
な
移
住
も
相
当
な

理
由
に
含
ま
れ
て
お
り
、

丹
波
市
も
地
方
移
住
等
に

伴
う
区
域
外
就
学
の
適
応

が
可
能
で
す
。

答 問

お
試
し
移
住
体
験
の
住
宅

整
備
の
現
状
に
つ
い
て
！

答

今
後
、
市
内
の
民
間
賃
貸

物
件
や
市
の
公
共
賃
貸
住

宅
を
含
め
検
討
し
ま
す
。

問

大
おおにし

西ひろ美
み

  議員

 

る
。
収
入
に
よ
っ
て
学
力

の
差
が
つ
い
て
き
て
い

る
。」
と
聞
い
て
お
り
ま

す
。
大
き
な
流
れ
が
来
て

い
る
時
期
だ
と
は
思
い
ま

す
。
今
後
必
要
性
が
あ
れ

ば
、
研
究
し
検
討
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

制
服
・
通
学
帽
に
選
択
の

自
由
を
！

制
服
・
通
学
帽
は
、

簡
単
に
申
込
用
紙
で

選
べ
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
の
か
。

申
込
用
紙
に
つ
い
て

は
各
校
で
違
い
は
あ

り
ま
す
が
、
受
け
止
め
方

に
よ
り
困
る
こ
と
が
無
い

よ
う
な
説
明
が
で
き
る
体

制
は
、
と
れ
る
よ
う
に
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

答

須
す は ら

原　弥
や よ い

生  議員

 

未
就
園
児
の
支
援
と
し
て

は
相
談
体
制
の
充
実
を
図

り
ま
す
。

極
低
出
生
体
重
児
向

け
「
リ
ト
ル
ベ
ビ
ー

ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
の
導
入

は
で
き
な
い
か
。

県
が
作
成
中
の
リ
ト

ル
ベ
ビ
ー
ハ
ン
ド

ブ
ッ
ク
の
完
成
を
待
ち
、

市
で
も
使
用
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

紙
お
む
つ
の
無
料
回
収
を

負
担
軽
減
を
図
る
た

め
に
紙
お
む
つ
は
レ

ジ
袋
な
ど
で
ご
み
回
収
に

出
せ
な
い
か
。

個
別
に
紙
お
む
つ
を

回
収
す
る
こ
と
は
難

し
い
で
す
が
、
ど
ん
な
こ

と
が
で
き
る
の
か
、
検
討

し
ま
す
。

国
の
交
付
金
や
相
談

支
援
の
方
針
を
受

け
、
市
の
子
育
て
事
業
を

ど
う
充
実
さ
せ
る
の
か
。

更
に
０
～
２
歳
児
の
未
就

園
児
の
支
援
が
で
き
な
い

か
。

現
在
の
相
談
支
援
・

経
済
的
支
援
に
加

え
、
国
の
出
産
・
子
育
て

応
援
交
付
金
事
業
を
活
用

し
、
妊
娠
８
か
月
面
談
や

経
済
的
支
援
に
お
い
て
も

国
の
方
針
の
と
お
り
実
施

し
、支
援
を
拡
充
し
ま
す
。

答 問

切
れ
目
の
な
い
子
育
て
支

援
を

答

出
産
・
子
育
て
応
援
交
付

金
を
活
用
し
、
相
談
・
経

済
的
支
援
を
拡
充
し
ま
す

問

答

答

答

問

西
にしもと

本　嘉
よしひろ

宏  議員

 

の
購
入
は
こ
れ
ま
で
通
り

購
入
す
る
予
定
で
す
。

小
中
学
校
の
教
員
未
配
置

問
題
の
解
決
を

丹
波
市
の
小
中
学
校

の
教
員
未
配
置
状
況

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
。

丹
波
市
で
は
、
中
学

校
２
名
と
小
学
校
１

名
が
未
配
置
と
な
っ
て
い

ま
す
。教

員
未
配
置
の
問
題

点
と
そ
の
解
消
に
つ

い
て
ど
う
か
。

教
職
員
の
業
務
負
担

増
に
な
っ
て
い
ま

す
。
国
に
お
い
て
教
員
増

の
措
置
が
必
要
で
、
働
き

や
す
く
魅
力
あ
る
職
業
と

な
る
取
組
が
必
要
で
す
。

入
札
参
加
や
物
品
購

入
か
ら
イ
ン
ボ
イ
ス

登
録
が
な
い
消
費
税
非
課

税
の
事
業
者
を
排
除
す
る

の
か
。従

来
と
同
様
に
、
入

札
参
加
資
格
者
名
簿

に
登
録
を
行
い
、
業
務
や

物
品
購
入
に
つ
い
て
も
、

制
限
す
る
こ
と
は
考
え
て

い
ま
せ
ん
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
会
員
の
消
費
税

負
担
は
ど
う
な
る
の
か
。

国
に
安
定
的
な
運
営

措
置
の
要
望
も
し
て

お
り
、
そ
の
動
向
を
注
視

し
ま
す
。

学
校
給
食
の
食
材
に

係
る
イ
ン
ボ
イ
ス
制

度
の
対
応
は
ど
う
な
る
の

か
。

食
材
納
入
業
者
や
生

産
組
合
、
農
家
か
ら

答 問

消
費
税
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

カイ

　　　 セツ 

市
の
対
応
は
ど
う
か

答

イ
ン
ボ
イ
ス
登
録
を
入
札

や
物
品
購
入
の
条
件
と
せ

ず
従
来
通
り
対
応
し
ま
す

問答
■一般質問

大
学
生
・
専
門
学
生
に
も

給
付
型
奨
学
金
制
度
を
！

問答

インボイス制度：８ページ参照
カイ

　　　 セツ

「子どもまんなか社会」の実現を！

問答問答

今
後
必
要
性
が
あ
れ
ば
、

研
究
し
検
討
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

問答

問答

問答

問答

教えて！

議会ワード
No.11

　

議
会
で
は
、
条
例
の
審
議

が
よ
く
行
わ
れ
ま
す
が
、
そ

も
そ
も
「
条
例
」
と
は
何
な

の
か
ご
存
じ
で
す
か
？

　

法
律
と
は
違
う
も
の
な
の

で
し
ょ
う
か
。
そ
ん
な
疑
問

に
お
答
え
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

条
例
に
つ
い
て
は
、
憲
法

第
94
条
で

「
地
方
公
共
団
体
は
、
そ
の

財
産
を
管
理
し
、
事
務
処
理

し
、
及
び
行
政
を
執
行
す
る

機
能
を
有
し
、
法
律
の
範
囲

内
で
条
例
を
制
定
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
」

と
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

簡
単
に
説
明
す
る
と
、
条

例
と
は
、
各
地
方
自
治
体
が

定
め
る
そ
の
区
域
の
法
律
の

よ
う
な
も
の
で
す
。

　

で
は
、
一
体
誰
が
条
例
を

決
め
て
い
る
の
で
し
ょ
う

か
。

「
条
例
」
と
は
？

　

条
例
は
、
主
に
行
政
か
ら

制
定
あ
る
い
は
改
正
案
が
提

出
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
議
会
か
ら
も
提
出

で
き
ま
す
し
、
市
民
か
ら
一

定
の
署
名
を
集
め
て
提
案
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

条
例
は
、
住
民
に
対
し
て

他
の
法
令
と
同
じ
よ
う
に
権

利
を
制
限
し
た
り
、
義
務
を

課
し
た
り
す
る
も
の
で
す
。

市
民
の
代
表
者
で
あ
る
議
会

の
議
決
が
な
け
れ
ば
、
こ
れ

を
制
定
し
た
り
改
正
、
廃
止

し
た
り
す
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。

　

も
ち
ろ
ん
、
違
反
を
す
れ

ば
罰
せ
ら
れ
る
条
例
も
あ
る

の
で
、
き
ち
ん
と
守
り
ま

し
ょ
う
。

※ ギカイクイズの答えは ① です。

問問答
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参加費
無料

講師：明
あけはし

橋 大
だ い じ

二 先生

手話通訳
要約筆記

あり

お問い合わせ

議
会
新
体
制

市
民
と
の

意
見
交
換
会

市
民
と
の

意
見
交
換
会

ギ
ロ
ン
の
論
点

ギ
ロ
ン
の
論
点

審
議
結
果

コ
コ
が
聞
き
た
い
！

一
般
質
問

コ
コ
が
聞
き
た
い
！

一
般
質
問

一
般
質
問

議
会
ワ
ー
ド

お
知
ら
せ

子育ての悩みを

解決するヒントが

みつかるかも！

１．講演会　13：00～14：00

２．パネルディスカッション

　　14：00～14：30

　　テーマ：自己肯定感とこどもの権利

　　～　休　　憩　～

３．グループディスカッション

　　14：40～15：40

４．発表　15：40～16：00

４ 土土

13：00 ▶▶16：00

こども  の

自己肯定感 を

育む講演会

こどもが健やかに

自分らしく育つための

方法を一緒に考えて

みませんか？

表紙画作者：奥畑　紗羽 さん（３年）

　　　　　　大符　妃菜 さん（３年）

３ 月定例会の日程

＊ 上記の日程は変更になる場合があります。

　 最新の情報はホームページなどでご確認ください。

ＦＭ８０５たんば 
「 議員さん こんにちは ! 」で
「 たんばりんぐ 」情報発信中！

   議会をもっと身近に
１月 24 日（火）

午後８時 30 分～

※再放送は

１月 28 日（土）

午後３時 30 分～

放送日放送日

　今月号の表紙は、兵庫県立氷上高等学校

美術部の皆さんにご協力いただきました。

【 表紙画のコンセプト 】

　丹波の冬といえば、私の中では「えびす

祭り」が印象的で、山奥の神社を参拝して

いる様子を描かせていただきました。少し

丹波の要素が足りないと感じたので、鳥居

から鹿が覗いて見える構図にしました。

 表紙の紹介 

本会議や委員会の視聴は

パソコンパソコン・・スマホスマホ  が便利♪

動画配信

　市議会では、本会議や委

員会の様子をインターネッ

トで動画配信しています。

　録画映像も公開しており

ますので、見逃した方もパ

ソコン・スマートフォンで

ご覧になれます。

（録画映像は会議終了後、

 １週間程度で公開）

日 月 火 水 木 金 土
２/26 27

本会議
議案提案
9：30 ～

28 ３/1 ２ ３ ４

５ ６
本会議
議案質疑
委員会付託
９：30 ～

７ ８
総務文教
常任委員会
９：30 ～

９
民生産建
常任委員会
９：30 ～

10
予算決算
常任委員会
９：30 ～

11

12 13
本会議
議案採決

（当初予算
以外）
９：30 ～

14
本会議
一般質問

（代表）
９：00 ～

15
本会議
一般質問

（個人）
９：00 ～

16
本会議
一般質問

（個人）
９：00 ～

17
予算決算
常任委員会
９：30 ～

18

19 20
予算決算
常任委員会
９：30 ～

21 22
予算決算
常任委員会
９：30 ～

23
予算決算
常任委員会
９：30 ～

24
予算決算
常任委員会
13：30 ～

25

26 27
予算決算
常任委員会
９：30 ～

28 29
本会議
議案採決
９：30 ～

30 31 4/1

　高校生のアイデアでスタートした「知っ

てる!?ギカイクイズ」今回で11回目です。

議員や市議会のことを知る良い機会ですの

で、ぜひ皆さんで考えてみてください♪

ギカイギカイクイズクイズ
知っ

てる
!?

※ 答えは 17 ページの一番下

　【問　題】

　市
し み ん

民が市
し

などへのお願
ねが

いを市
し ぎ か い

議会に

提
ていしゅつ

出することを何
なん

というでしょうか？

　①　請
せいがん

願・陳
ちんじょう

情

　②　議
ぎ あ ん

案

　③　意
いけんしょ

見書

　子どもの自己肯定感を高めるために、まずは子ど
もの人権を守る必要があると考え、丹波市議会では
令和４年６月議会にて「こどもの権利に関する理念
条例調査研究特別委員会」を立ち上げました。当委
員会では理念条例に関する議論を深めております
が、最終的には広く市民の皆さんにも子どもの権利
についてご理解をいただきたいと考えています。
　そこで、『子育てハッピーアドバイス』シリーズ
の著者　明橋大二先生をお招きし、自己肯定感の高
め方や子どもの権利の考え方などを市民の皆さん
と共有する場を持つことにしました。
　丹波市の未来を担う子どものために、ぜひともご
参加ください。

〔12：30 開場〕

やまなみホール
丹波市立

丹波市山南町谷川 1110 番地

（真生会富山病院 心療内科部長）

　丹波市議会事務局

☎ 07 9 5 - 8 2 - 1 4 7 2

FAX 0 7 9 5 - 8 2 - 1 5 2 3

　主催者の広報活動、記録のために

録音、撮影をさせていただきます。

　また、広報紙に写真を掲載させて

いただく場合もございますので、

あらかじめご了承ください。

　参加者による無断録音・撮影は

固くお断りいたします。

①～④の事項を

gikai@city.tamba.lg.jp のアドレスへの

メールまたは申込用紙にてＦＡＸでお申込みください。

① 住所　

② 氏名　

③ 年齢　

④ 連絡先電話番号

参加申込方法

1/27(金)17:00 までに
議会事務局へ

 お申込みください。
　※ 費用は無料。

　 　人数制限あり。

参加時の注意事項

２

託児希望の方へ

定員先着 200 名

あなたの思いが

こどもたちを救う

きっかけになるかも
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たん
ばり

んぐおで
かけ

こ
どもの権利を考える集い

　

新
し
い
メ
ン
バ
ー
で
の
編

集
体
制
と
な
り
ま
し
た
。
こ

れ
ま
で
同
様
に
、
広
報
紙
と

し
て
親
し
み
や
す
い
紙
面
づ

く
り
に
心
が
け
、皆
様
に
と
っ

て
議
会
と
市
政
が
身
近
な
存

在
と
し
て
関
心
を
持
て
る
よ

う
情
報
発
信
に
努
力
し
ま
す
。

　

「
開
か
れ
た
議
会
」
の
一
翼

を
担
う
手
段
と
し
て
、
議
論

の
経
過
や
意
見
の
違
い
を
わ

か
り
や
す
く
表
現
す
る
こ
と

に
努
め
、
広
報
広
聴
委
員
会

の
役
割
を
果
た
せ
る
よ
う
努

力
し
ま
す
。

　

今
後
、
地
域
・
各
種
団
体

な
ど
や
市
民
の
皆
様
方
か
ら

の
ご
意
見
も
取
材
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
充
実
し
た
広
報
紙

に
い
た
し
ま
す
の
で
ご
協
力

願
い
ま
す
。

　
　
　
　
　

［
発
行
責
任
者
］

議　

長　
　
　
　

垣
内　

廣
明

［
広
報
広
聴
委
員
会
］

委  

員  

長　
　
　

山
名　

隆
衛

副
委
員
長　
　
　

前
川　

進
介

委　
　

員　
　
　

小
川　

庄
策

委　
　

員　
　
　

須
原　

弥
生

委　
　

員　
　
　

小
橋　

昭
彦

委　
　

員　
　
　

酒
井　

浩
二

委　
　

員　
　
　

足
立　

嘉
正

発行：兵庫県丹波市議会　

編集：広報広聴委員会　

〒 669-3692 兵庫県丹波市

氷上町成松字甲賀１番地

TEL　0795-82-1472　

FAX　0795-82-1523　

E-mail：gikai@city.tamba.lg.jp

あ 

と 

が 

き

T A M B A R I N GT A M B A R I N G 7272

13：00～16：00

２４
（土）

やまなみホール
丹波市立

丹波市山南町谷川 1110 番地

12：30 開場

最高のほめことば

～ 自己肯定感とこどもの権利 ～

毎日の子育てで

悩んでおられませんか？

ありがとう″″ は

詳しくは裏面を

チェック！

講師：明橋 大二 先生
未来を担うこどもたちのために参加してみませんか？

「子育てハッピーアドバイス」
　著　　者：明橋大二
　イラスト：太田知子
　発　　行：１万年堂出版

（真生会富山病院 心療内科部長）
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